
北海道教育研究所連盟 共同研究推進委員会 第18次共同研究 リーフレット

このリーフレットは、全ての子どもたちの可能性を引き出す「個別最適な学び」と
「協働的な学び」の一体的な充実に向けた実践事例を掲載し、日常の授業づくりや校
内研修のヒントになるよう作成したものです。

主な実践事例

Ａ 子どもが「自分（たち）で学び取る」授業
小学校 第５学年 体育科、小学校 第２学年 国語科 →Ｐ.２

Ｂ 子どもの「興味・関心」や「問い」を大事にした授業
小学校 第４学年 国語科、中学校 第３学年 理 科 →Ｐ.３

Ｃ 子どもが安心して、進んで取り組める授業
小学校 第５学年 国語科、小学校 第３学年 国語科 →Ｐ.４



授業において大事にしたいこと

Ａ 子どもが「自分（たち）で学び取る」授業 P.２

○ 子どもが主体的に学習を進めるための工夫

→ 小学校第５学年 体育科「器械運動 跳び箱運動」

○ 子どもが意欲的に交流するための工夫

→ 小学校第２学年 国語科

「登場人物が考えていたことをそうぞうしよう」

Ｂ 子どもの「興味・関心」や「問い」を大事にした授業 P.３

○ 子どもの必要感を重視した活動の工夫

→ 小学校第４学年 国語科

「伝わりやすい組み立てを考えて書こう」

○ 教師の発問や声かけの工夫

→ 中学校第３学年 理科

「自然環境や科学技術と私たちの未来」

Ｃ 子どもが安心して、進んで取り組める授業 P.４

○ 協力して話合いを行うための工夫

→ 小学校第５学年 国語科「立場を明確にして話し合おう」

○ 子どもが進んで自分の考えを表現するための工夫

→ 小学校第３学年 国語科

「場面をくらべながら読み、感想を書こう」

研究内容１ 全ての子どもたちの可能性を引き出す
「個別最適な学び」と「協働的な学び」

１年次は、「授業において大事にしたいこと」として、「個別最適な学び」と「協働的な学
び」の一体的な充実に向けて大事にしたい３つの視点を設定しました。
２、３年次は、この3つの視点を基に授業実践を行いました。
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○ 子どもが主体的に学習を進めるための工夫

小学校第５学年 体育科「器械運動 跳び箱運動」

○ 子どもが意欲的に交流するための工夫

小学校第２学年 国語科「登場人物が考えていたことをそうぞうしよう」

実践事例 Ａ 子どもが「自分（たち）で学び取る」授業

【補足資料】
授業写真
ワークシート

☆子どもが自ら目標
を設定し、自分に
合った「学び方」
「学ぶ場」を選ぶ
仕組みを整える。

☆児童が自分の立場を黒板上に示し、自他
の立場を確認する場面を設ける。
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https://drive.google.com/drive/folders/1C5_pketgEa0q_nPWPOx-mRdixtBmo8q2?usp=sharing


○ 子どもの必要感を重視した活動の工夫

小学校第４学年 国語科「伝わりやすい組み立てを考えて書こう」

○ 教師の発問や声かけの工夫

中学校第３学年 理科「自然環境や科学技術と私たちの未来」

実践事例 B 子どもの「興味・関心」や「問い」を大事にした授業

☆他教科で学習したことを生かした題材を設定する。

☆考えの根拠を引き出したり、多面的に考えたりする
ことができるよう問い返しをする。
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○ 協力して話合いを行うための工夫

小学校第５学年 国語科「立場を明確にして話し合おう」

○ 子どもが進んで自分の考えを表現するための工夫

小学校第３学年 国語科「場面をくらべながら読み、感想を書こう」

実践事例 Ｃ 子どもが安心して、進んで取り組める授業

☆教材を複数用意し（紙ワークシート・デジタルワーク
シート）、児童が自分の学びに合った手段を選択でき
るようにする。

☆話合いの目的やルール、活動の流れを確認する。
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事例１「２つの教育研究所による合同研修会の実施」

研究内容２ 子どもの成長を支える連携・協働体制の構築

事例２「研究所間で研修講座の相互参加」

＜連携・協働することにより考えられるメリット＞

○ 研修機会の拡大
・他地域の研修に参加できるため、多様な教育実践や新たな視点の獲得につながる。

○ 研修内容の充実
・各研究所・センターが持つ専門的知見や実践事例を共有できるため、研修内容の質の向上
が図られる。

○ 効率的な研修運営
・研修会の運営に係るノウハウを共有できるため、効率的に運営できる。

＜連携・協働することにより考えられるメリット＞

○ 大規模研修の実現
・会場費や講師謝礼等のコストを分担することができるため、より規模の大きい研修を実施し
やすくなる。

○ 運営者の負担軽減
・運営に当たる人数が増え、事務作業や当日の役割を分担することができるため、運営者の
負担が軽減される。

○ 交流の活性化
・所属の研究所を越えたネットワークが形成されるため、所員の交流が活性化する。

＜連携・協働に係る取組＞
近隣にある２つの教育研究所で研修会を共催した。

＜今後に向けて＞
・連携・協働する際には、一方の研究所・センターに負担が偏らないような環境づくりや互いに
とってメリットのある取組について検討していく必要がある。

研修会を共催
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所員

所員

B研究所A研究所

オンライン参加オンライン参加

A研究所による研修会 B研究所による研修会

＜連携・協働に係る取組＞
各研究所で開催する研修講座の情報を共有し、オンライン
で相互参加できるようにした。



令和５年度（2023年度）
委 員 長 十勝教育研究所 山 本 由 佳
副委員 長 北海道立教育研究所 八重澤 純 一
委 員 石狩教育研修センター 佐々木 孝 行

後志教育研修センター 鶴 見 卓 哉
上川教育研修センター 河 野 翼
留萌管内教育研究所 柳 谷 武 志
胆振教育研究所 黒 川 知 恵
室蘭市教育研究所 棟 方 伸 吾
釧路教育研究所 小 林 拓 未
札幌市教育センター 横 内 のぞみ
北海道教育大学へき地・
小規模校教育研究センター 芳 賀 均
北海道立教育研究所 甲 谷 聡 枝

令和６年度（2024年度）
委 員 長 網走地方教育研修センター 米 倉 完
副委員 長 北海道立教育研究所 吉 村 暢 起
委 員 石狩教育研修センター 武 田 寛 史

空知教育センター 寺 田 恵
上川教育研修センター 林 尚 輝
宗谷教育研修センター 石戸谷 和 利
渡島教育研究所 石 井 望
胆振教育研究所 黒 川 知 恵
根室教育研究所 水 口 拓 真
札幌市教育センター 横 内 のぞみ
北海道教育大学へき地・
小規模校教育研究センター 芳 賀 均
北海道立教育研究所 佐々木 祥 悟

令和７年度（2025年度）
委 員 長 胆振教育研究所 黒 川 知 恵
副委員 長 北海道立教育研究所 佐々木 祥 悟
委 員 石狩教育研修センター 湯 川 唯 人

空知教育センター 寺 田 恵
檜山教育研究所 安 田 善 紀
十勝教育研究所 中 村 俊 太
上川教育研修センター 相 澤 正 一
留萌管内教育研究所 佐 治 麻里子
根室教育研究所 熊 谷 恒 平
札幌市教育センター 横 内 のぞみ
北海道教育大学へき地・
小規模校教育研究センター 芳 賀 均
北海道立教育研究所 土 田 萌 実

第1８次共同研究推進委員

令和６年度
実践事例バンク

令和５年度
実践事例バンク

北海道教育研究所連盟ホームページ
https://www.dokenren.hokkaido-c.ed.jp/

実践事例バンクは、北海道教育研究所
連盟ホームページに掲載しております。

令和７年度
実践事例バンク
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http://www.dokenren.hokkaido-c.ed.jp/kyodo/page_20250324010323
http://www.dokenren.hokkaido-c.ed.jp/kyodo/kenkyu18
https://www.dokenren.hokkaido-c.ed.jp/
https://www.dokenren.hokkaido-c.ed.jp/kyodo/page_20260225023214


第1８次共同研究推進委員

【連盟図】
貝殻状の眼は、教育研究の中心を象徴し、
北海道を表す三重の同心円と結び合うこ
とで、連盟の組織のつながりと広がりを
イメージしています。（昭和44年作成）


